
【
服
部
】
稲
沢
市
は
、
２
０
２
１
年

9
月
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

を
行
い
、
稲
沢
市
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
温
室
効

果
ガ
ス
の
総
排
出
量
を
２
０
５
０
年

度
ま
で
に
ゼ
ロ
、
３
０
年
ま
で
に
４

６
％
削
減
を
達
成
す
る
と
し
て
い
ま

す
が
、
削
減
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

ま
す
か
。

【
経
済
環
境
部
長
】
市
役
所
に
お
け

る
推
進
状
況
は
、
２
０
２
３
年
度
に

お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
２
万

３
千
１
０
０
ト
ン
で
、
基
準
年
度
で

あ
る
２
０
１
３
年
度
の
２
万
３
千
７

７
ト
ン
の
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
っ
て
い

ま
す
。
理
由
は
、
近
年
の
異
常
な
ま

で
の
猛
暑
に
よ
り
、
エ
ア
コ
ン
等
の

使
用
が
増
え
た
こ
と
で
電
力
使
用
量

が
増
加
し
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
市
全
体
で
は
、
２

０
２
０
年
度
１
１
０
万
６
千
ト
ン
で

１
５
％
の
削
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
服
部
】
市
内
の
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ

ル
タ
ー
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

【
経
済
建
設
部
長
】
９
月
１
日
現
在

公
共
施
設
２
６
、
民
間
施
設
２
３
で

す
。
指
定
場
所
に
お
い
て
、
誰
で
も

気
軽
に
利
用
で
き
ま
す
。
（
裏
面
に

一
覧
表
）

【
服
部
】
岐
阜
県
池
田
町
は
小
学
生

全
員
に
日
傘
や
塩
分
タ
ブ
レ
ッ
ト
、

中
学
生
に
経
口
補
水
液
１
２
０
本
配

布
。
稲
沢
市
も
児
童
生
徒
へ
の
支
援

を
考
え
て
い
ま
せ
ん
か
。

【
教
育
部
長
】
各
学
校
に
塩
分
タ
ブ

レ
ッ
ト
や
経
口
補
水
液
を
保
健
室
や

職
員
室
に
常
備
し
、
熱
中
症
の
初
期

対
応
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

全
員
に
配
布
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

【
服
部
】
中
学
生
の
登
下
校
時
や
授

業
の
際
の
運
動
着
の
着
用
を
自
由
と

す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

【
教
育
部
長
】
各
学
校
の
校
長
判
断

で
す
。
多
く
の
学
校
で
運
動
着
を
認

め
て
い
ま
す
。
快
適
性
や
熱
中
症
予

防
の
利
点
も
あ
る
が
、
運
動
後
に
着

替
え
ず
衛
生
面
の
課
題
も
懸
念
さ
れ

ま
す
。
適
切
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

【
服
部
】
名
古
屋
市
で
は
６
５
歳
以

上
の
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
エ
ア

コ
ン
保
有
し
て
い
な
い
方
に
上
限
９

万
２
千
円
助
成
し
て
い
ま
す
。
東
京

都
で
も
６
５
歳
以
上
の
高
齢
者
や
障

が
い
者
へ
の
購
入
補
助
を
８
万
円
分

に
引
き
上
げ
ま
し
た
。
稲
沢
市
の
補

助
制
度
を
設
け
る
つ
も
り
は
あ
り
ま

す
か
。

【
市
民
福
祉
部
長
】
エ
ア
コ
ン
購
入

の
助
成
は
、
現
在
実
施
す
る
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
。

【
服
部
】
今
夏
の
高
温
は
い
の
ち
の

危
険
に
か
か
わ
る
問
題
で
す
。
体
温

調
節
機
能
の
衰
え
て
い
る
高
齢
者
や

持
病
の
あ
る
人
、
乳
幼
児
に
は
特
別

の
配
慮
が
必
要
で
す
。
市
民
の
命
を

守
る
立
場
か
ら
エ
ア
コ
ン
の
購
入
・

設
置
費
用
の
助
成
を
求
め
ま
す
。

【
服
部
】
稲
沢
市
民
病
院
で
の
熱
中

症
患
者
数
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

【
病
院
事
務
局
長
】
６
月
か
ら
８
月

ま
で
で
１
２
６
人
。
内
１
８
歳
以
下

１
１
人
、
１
９

歳
か
ら
５
９
歳

４
０
人
、
６
０

歳
以
上
７
５
人

で
し
た
。
５
２

人
は
入
院
さ
れ

ま
し
た
。
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稲
沢
市
９
月
議
会
が
開
か
れ
、
１
１
日
の
一
般
質
問
で
日
本
共
産
党
服

部
俊
夫
市
議
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
、
稲
沢
市
と
し
て
の
平
和
行
政
に
つ

い
て
質
問
し
、
市
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

服
部
市
議

９
月
議
会
で
一
般
質
問

温
暖
化
対
策
で
Ｃ
О
２
削
減
、
子
ど
も
高
齢
者
支
援
求
め
る

平
和
行
政
で
核
廃
絶
迫
る

自
衛
隊
展
示
を
批
判

高
齢
者
へ
の
エ
ア
コ
ン
補
助

４
６
％
削
減
達
成
可
能
？

【
服
部
】
原
爆
パ
ネ
ル

展
や
戦
争
展
に
、
市
民

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
声
を

紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

【
総
務
部
長
】
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た

以
外
に
「
核
廃
絶
必
ず

…
被
爆
者
の
願
い
」
、

「
長
崎
被
爆
三
世
で
す
。

こ
の
よ
う
な
展
示
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
、

「
私
は
ま
だ
生
ま
れ
て

１
３
年
…
だ
が
１
３
年

さ
え
生
き
れ
な
か
っ
た

子
ど
も
や
同
級
生
、
ま

た
生
き
た
か
っ
た
人
へ

こ
の
手
紙
を
書
く
」
な

ど
、
戦
争
体
験
者
や
子

ど
も
ま
で
寄
せ
書
き
や

折
り
鶴
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

【
服
部
】
平
和
行
進
の

際
「
核
禁
条
約
締
約
国

会
議
に
オ
ブ
参
加
し
て

い
い
と
思
う
」
と
市
長

は
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

核
兵
器
の
な
い
世
界
の

実
現
に
む
け
た
市
長
の

見
解
を
あ
ら
た
め
て
伺

い
ま
す
。

【
市
長
】
核
兵
器
を
め

ぐ
る
国
際
情
勢
が
一
層

厳
し
い
中
、
決
し
て
核

兵
器
が
使
わ
れ
る
こ
と

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

世
界
平
和
へ
の
行
動
が

広
が
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
核
兵
器
禁
止

条
約
へ
の
参
加
な
ど
外

交
政
策
は
、
国
の
動
向

を
見
守
り
つ
つ
、
非
核

平
和
都
市
宣
言
に
基
づ

い
た
非
核
平
和
事
業
を

展
開
し
、
平
和
の
大
切

さ
を
呼
び
か
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
服
部
】
稲
沢
夏
ま
つ

り
の
自
衛
隊
の
展
示
ブ
ー

ス
に
戦
闘
車
両
で
あ
る

軽
装
甲
機
動
車
が
展
示

さ
れ
、
記
念
撮
影
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
平
和

の
お
祭
り
に
ふ
さ
わ
し

く
な
い
と
思
い
ま
す
。

【
総
務
部
長
】
こ
の
車

両
は
、
戦
闘
行
為
の
Ｐ

Ｒ
で
は
な
く
、
御
岳
噴

火
の
災
害
救
助
で
使
用

さ
れ
た
車
両
。
出
展
の

内
容
は
祭
り
の
実
行
委

員
会
が
判
断
い
た
だ
く

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

熱
中
症
１
２
６
人
が
市
民
病
院
に

稲
沢
市
の
平
和
行
政
に
つ
い
て

原
爆
パ
ネ
ル
展
、
被
爆
３
世
か
ら
感
謝

自
衛
隊
ブ
ー
ス
に
軽
装
甲
気
動
車

シ
ェ
ル
タ
ー
気
軽
に
利
用
を

小
中
学
生
の
熱
中
症
対
策


